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AOA & APKASS 2018. May. 31-JUNE. 2 2018. SYDNEY, Proprioception of he shoulder joint for the patients with traumatic shoulder instability compared 

to normal subjects. Tsuda Y.  

看護師とコメディカルのためのFIM講習会 

NPO法人東京多摩リハビリ・ネット 

論文・書籍 
安藤高夫：大都市圏のケアミックス病院における慢性期救急の取り組み．日本慢性期医療協会誌, 26(5), 11-17, 2018. 

益子邦洋, 石川博敏, 他: 事故自動通報システムの現状と展望. 救急医学, 42(6), 686-692, 2018.  

金子翔太郎, 大橋聖子, 他： 救急病院における救急救命士の活動とその役割. 救急医学, 42(11), 1556-156、2018.  

津田悦史. 尼子雅敏: Biodexを用いて健常者と比較した外傷性肩関節不安定症患者の位置覚. 肩関節, 42(2), 429-432, 2018. 

都丸哲也, 荒尾雅文, 他: 生活期リハビリテーションと地域包括ケア. Jpn J Rehabil Med, 55(2),125-129, 2018. 

橋出秀清, 吉野浩一, 他: 小児に対するトウ・アップ装具の使用経験. J of Clinical Rehabil, 27(2), 187-190, 2018.  

石濱裕規: 痙縮に対するリハビリテーション. バイオメカニズム学会誌, 42(4), 205-210, 2018. 

井出大, 石濱裕規, 他: 東京都南多摩圏域地域リハビリテーション支援センターにおける地域づくりへの取り組み．J of Clinical Rehabil．28(3): 276 -282 2019.  

大庭潤平編著. （岩谷清一. 第2章 組織の成り立ちとマネジメント) 作業療法管理学入門、医歯薬出版、2018. 

等々 

7月22日(日) （共催：杏林大学リハビリ医学教室 ） 

第25回基礎編 159名 第12回応用編 74名 

10月21日（日） （共催：北里大学保健衛生学部リハビリテーション学科） 

第26回基礎編 297名 

12月16日（日） （共催：杏林大学医学部リハビリ医学教室 ） 

第27回基礎編 159名 第13回応用編 79名 

09年2月17日（日） （共催：埼玉医科大学国際医療センター運動・呼吸器リハビリテーション科）  

第28回基礎編 229名 

第3回 機能的電気刺激の活用法 
2018年９月28日（金） 18:00～19：00 

永生病院リハビリテーション室 

講師：村岡慶裕 研究開発センター顧問・

（早稲田大学教授） 

事例報告 上野繕広（永生病院OT） 

機能的電気刺激の原理、開発経緯に関する講

義と各機器（IVES／WILMO ／NESS 等や家庭

用低周波機器）の体験実習を行った。 

（参加者約20名） 

第1回 重心動揺計による平衡機能検査

と活用法について 
2018年5月21日（金） 

永生病院リハビリテーション室 

講師:  石濱裕規、谷口拓也 

内容：平衡機能検査の実施手順を概説した。

右膝関節伸展可動域制限を設けた模擬患者に

対し、仮設に立脚した重心動揺計による立位

バランスの評価を実施した。（参加者約30

名） 

第2回 これを知れば、あなたのセラピー

がひと味変わる 腕保持用装具PSBの活

用法 
2018年6月14日（木） 

永生病院リハビリテーション室 

講師 淺井憲義 研究開発センター顧問（北里

大学名誉教授） 

内 容 ： ポ ー タ ブ ル ス プ リ グ バ ラ ン サ ー 

portable spring balancer: PSB の開発経緯、適応

疾患、定量評価等に関する講義と適合調整実習

を行った（参加者約40名）  

第36回定例勉強会  

義肢・装具の種類と製作法 

－歴史的変遷を辿る―  

2018年12月13日  

講師：千野直一 研究開発センター長  

協力：公財）鉄道弘済会 

内容：下肢下肢切断レベルと義足処方・製作法

の概要を、歴史的変遷や計測評価をふまえた講

義がなされた。さらに、各種の義足モデルの展

示体験実習を実施した。 

参加者約50名 

参）千野直一：“義足学”研修と出会った症

例．Journal of Clinical Rehabilitation, 22(6), 606-

610, 2013. 

検査・研究機器勉強会  



Eisei  group  research and development center 

学会 
第61回日本手外科学会 （4月26日-27日 東京）    手根管症候群における母指球筋萎縮と電流知覚閾値（CPT）の関連（津田）、講師（ハンズオンセミナー）：（泉山） 

第91回日本整形外科学会 （5月24日-27日 神戸）   外傷性肩関節前方脱臼の関節位置覚の術後変化（津田） 

第21回日本臨床救急医学会 (5月31日-6月2日 愛知）  2題 病院救急車は地域包括ケアのセイフティーネット（関）、公的に病院救急車を運用する二次救急病院で救

急救命士業務を確立する（常井） 

第61回日本腎臓学会 （6月8日-10日 新潟）    慢性期医療高齢者女性発熱の原因としての腎盂腎炎予防生活指導後の再びの尿閉・発熱対処法 （小林） 

日本日本車椅子ｼｰﾃｨﾝｸﾞ協会第１１回総会併催研修会 （６月９日 東京）  シンポジスト（石濱） 

第23回日本緩和医療学会 （6月15日-17日 神戸）   がん患者終末期の栄養に関する医師の意識調査（吉本）  

第72回日本食道学会 (6月２８日-２９日 栃木）  食道癌治療に対する急性期一般病院での多職種周術期管理チーム医療の導入（金森） 

第19回日本認知症ケア学会 (6月16日-17日 新潟）  精神科病棟において「食」を「意味ある作業」として提供する，作業療法行事の実践報告（野口） 

第32回日本外傷学会 (6月２１日-２２日 京都）  社会復帰した環椎後頭関節脱臼の1例（加藤）     

第19回日本言語聴覚学会 （6月22-23日 富山）   7題 急性期病院での集団接触訓練・指導の効果と影響 （近藤）、地域言語聴覚士団体による市民公開講座の活

動・参加に関する意識調査－第9回八王子言語聴覚士ネットワーク市民公開講座を通して― （大石）、 当院療養病床における摂食嚥下リハビリテーションの現状と取り組み 

（鈴木）、 八王子地域における嚥下調整食一覧表作成の取組み―第2報―（白波瀬）、訪問言語聴覚療法利用者の日常生活における認知機能と摂食状況の関連につい

て（山本徹）、（福崎） 

第63回日本透析医学会 （6月29-7月1日 神戸）   透析前後および異なる条件におけるSPP値の比較検討（妹尾） 

第55回日本リハビリテーション医学会 （６月２８日-7月１日 福岡）   4題 骨粗鬆症性骨折の回復期リハビリテーション病棟入棟患者に対する観察研究−認知機能に着

目して−（橋出）、硬膜下血腫による重度意識障害からの回復過程（豊田）、ストラクチャー・プロセス・アウトカムのポジショニング−都病協版回復期リハビリテーションCI多施設

共同調査より−（石濱）、南多摩二次保健医療圏高次脳機能障害専門相談窓口における相談件数の推移について（江村）、座長：Chronic Stroke and Plateau in Rehabili-

tation 演者：Jorge Lains （千野） 

第71回日本消化器外科学会 （7月11日-13日 鹿児島）   進行胃癌に対するStaging Laparoscpopy(SL)の有用性 （金森） 

第38回全国デイ・ケア研究大会2018 in つくば （7月13-14日  茨城）   3題 通所リハ利用者における転倒の有無とバランス評価の関連性について（野長瀬）、認知行

動療法を利用した介入により抑うつ気分を軽減し、通所リハビリテーションの終了に至った一事例（加茂） 短時間通所リハビリテーションにおけるLSAと身体機能の関係につ

いて（有元） 座長（三宅、野長瀬） 

第24回日本心臓リハビリテーション学会 （7月14-15日 横浜）  4題 当院における循環器疾患患者の認知症合併の影響についての検討（倉田）、高齢心不全患者の

入院時摂食嚥下機能による転帰への予後予測（近藤）、当院での自宅退院可能であった急性期循環器疾患患者の握力、膝伸展筋力の年齢、性別の検討（安藤一）、心

不全入院患者の絶食期間と消化管使用開始栄養量の関係性（今吉）  

第2回日本呼吸・心血管・糖尿病理学療法学会合同学術大会 （7月16日  横浜）   重症間質性肺炎患者の外来リハ介入で下肢筋力強化、呼吸困難改善しADL が向

上した一症例（安藤一） 

第27回日本心血管ｲﾝﾀｰﾍﾞﾝｼｮﾝ治療学会 （8月2-4日 神戸）  3題 心拍数と石灰化スコアが高齢者の冠動脈ＣＴの陽性的中率に及ぼす影響の検討（杉岡）、当院で

の冠動脈の進行病変を認めた患者の特徴 （立川）、透析患者における無症候性心筋虚血患者の検討（市川）  

第33回リハ工学カンファレンス （8月29-31日  厚木）  2題 リハケア用生体モデルの開発、生体と非生体に対する各種座クッション使用時の圧分布応答特性（石濱）、

座長：機器開発３（石濱） 

第52回日本作業療法学会 （９月７-９日 名古屋）  9題 入院中に自宅で調理を実施し退院後の役割の再獲得に繋がった事例―実環境での評価から得られたこと―  

(宗石）、脳血管障害を罹患した50代男性の単身生活獲得に向けて―多職種協業による支援―（清水）、半側空間無視を呈した方に対してプリズム療法を実施した症例―

犬の散歩を目指して―（上野）、病前の趣味・習慣を通し家族が「作業的存在」を再認識出来た事例（長）、MTDLPとクリニカルリーズニングの特性の比較・検討（淺井）、地

域支援従業者間での連携により本人と妻の生活に変化を認めた事例（藤木）、通所リハビリテーションにおける就労支援の取り組み―他機関連携を通して福祉作業所の体

験利用に至った一事例―（加茂）、急性期病院における院内デイケアの取り組み -2016年-―機能的自立度評価表に反映された認知機能への影響―（佐藤）、社会交流

評価 ESI: Evaluation of Social Interactionについての文献研究（野口）   

第24回日本摂食嚥下リハビリテーション学会  （9月8-9日 仙台）   3題 脳梗塞後に先行期障害が生じた患者に対し、強制把握反応を用いて改善に導いた一例 （舛

田）、市民健康展の相談ブースに来訪した地域高齢者の摂食嚥下リスク（徳田）、嚥下造影検査にて確認された食道通過障害についての考察（橋出） 

第20回日本褥瘡学会  （9月２8-２9日 横浜）   シンポジウム：創傷管理と褥瘡患者へのシーティング～ICF（国際生活機能分類）の観点から多職種で事例を検討しよ

う！～（渡邉真、岩谷）、ランチョンセミナー： 栄養から考えるスキン-テア予防(野本） 

リハビリテーション・ケア合同研究大会  （10月3-4日 米子）  5題 大腿骨近位部骨折述語の退院先に影響するFIMの関連因子の検討（稲生）、急性期病院における院

内デイケアの取り組み―2016-2017年度の活動報告ー（石川）、生活範囲別の身体機能との関係（松井）、地域リハビリテーション支援センターと八王子市との協働で6年

間実施した介護支援専門員研修の取り組み（井出）、地域共生社会の実現に向けたアイデアソンの開催～東京都南多摩地域リハ支援センターの取り組み～（豊田） 座

長：人材育成２（井出）、アウトカム評価２（豊田） 

第６０回全日本病院学会 （10月6-7日 東京）  1７題 松山。大塚、黒主、原、山崎満、三上、渡部絵、富永、徳丸、神森、石濱（２）、野長瀬、望月佑、木野田、近藤、

江村 特別鼎談： 「人生 100 年時代の社会保障について」（小泉、安藤） 座長：山下晋、大沢、荒尾、倉田、皆川 特別鼎談：安藤 シンポジウム：加塩 （演題名等は法

人内予演会資料参照） 

第26回日本慢性期医療学会 （10月1１-１２日 鹿児島）  12題  神藤、山本徹、斉藤あ、小泉、新倉、根本、矢崎、西村、三宅、大塚、金子翔、萩原 座長：加塩 （演

題名同上） 

第29回全国介護老人保健施設大会 （10月１７－１９日 埼玉）  2題 新宿区に於ける地域リハビリテーションニーズを考える（袴田さ）、通所リハビリの送迎業務につい

て、東京都心における送迎業務の現状と課題（内海） 

第45回日本肩関節学会 (10月19-20日 大阪）  Biodexを用いた外傷性肩関節不安定症患者の位置覚の検討（津田） 

第34回日本義肢装具学会 （11月10-11日 名古屋）  2題 ＰＳＢ装着の有無による脳卒中片麻痺患者上肢における円滑性の検討（淺井）、 生体モデルによる足関節

底屈筋の応答特性（石濱） 

JDDW2018KOBE第２６回日本消化器関連学会 （11月1-4日 神戸）  当院内視鏡検査・治療への臨床工学技士の新規参入におけるチーム医療への貢献（斉藤） 

第9回日本炎症性腸疾患学会 （11月22日 京都）  潰瘍性大腸炎経過中に5ASA 製剤の再投与により急性膵炎を再発し、原因薬剤が確定した薬剤性膵炎の一例（好

川） 

第46回日本救急医学会 （11月１９-２１日 横浜）  4題 地域包括ケア時代に求められる救急医のAdvanced Triage(関）、救急医だからできる在宅医療,、救急病院が

在宅医療に取り組むことにより得られる医療経済的効果,在宅医療と救急医療の一体化による高齢者救急への取り組み（加藤） 

第42回日本高次脳機能障害学会  （１２月６－７日 神戸）  発症後大学入学を果たしたものの休学となった高次脳機能障害例の復学支援（橋詰） 

日本リハビリテーション看護学会第30回学術大会 （１１月２３-２４日 富山）  看護師が実施する入院時訪問の情報活用の実態（中野美） 

第5回日本地域理学療法学会学術大会 （12月8-9日  横浜）  2題 外出における歩行補助具・介助者の有無と身体機能（松井）、通所リハビリテーション利用者の生活

空間の短期的変化に関わる要因（伊計） 

第6回日本運動器理学療法学会学術大会 （12月15-16日 福岡）  2題 人工膝関節置換術後急性期での階段降段能力を決定する因子の検討（鈴木涼）、変形性股

関節症患者における骨頭上方移動率と股関節可動域の関係（笹井） 

第6回慢性期リハビリテーション学会 （2月15-16日 埼玉）  複合的アプローチによって東京観光ができた一症例（中村優）、 

第91回日本胃癌学会 （09年2月27日-3月1日 静岡）  進行胃癌に対するSOX療法が著効した一例（金森） 

第24回日本災害医学会 （09年3月18-20日 米子）   西日本豪雨災害におけうｒ南多摩病院AMATの活動について（御子柴）  

等々 
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